










































A project of “life”:
The outline and the effects of lifesaving education workshop Ⅱ
Yuumi INAGAKI，Tomohiro OGAI，Tsutomu KOMINE
キーワード：一次救命処置，心肺蘇生，教職員














































































データ測定 10分 胸骨圧迫と人工呼吸のデータ測定 1
講義 40分 一次救命処置
ワークショップ
データ測定 10分 胸骨圧迫と人工呼吸のデータ測定 2
実技 45分 胸骨圧迫と人工呼吸
一連の心肺蘇生法

















































































































































3 － 3 ．参加者の胸骨圧迫と人工呼吸に関
　する結果と考察
参加者は，研修会前（ 1 回目），講義後（ 2

























































図 4 女性参加者における人工呼吸の平均換気量 
 

































図 4 女性参加者におけ 呼吸の平均換気量 
 












































































図 6 女性参加者における胸骨圧迫の平均深さ 
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35“いのち”のプロジェクト
4 ．まとめ
救急救命に関する理論と実践を学ぶ研修会の
概要を報告し，参加者に実施したアンケート調
査からその成果を検討した結果，この研修会の
内容を参加者は高く評価していた。また，研修
会を受けるまでは，半数以上の者が実際に救命
処置はできないだろうと思っていたが，研修後，
救命に関して全員が何かできると思えるように
なったことは，大きな成果だと言える。
さらに今回は，客観的な指標として，胸骨圧
迫と人工呼吸の正確さに関する測定結果を加え
て検討した。この測定結果から，人工呼吸の換
気量や胸骨圧迫の深さに関して，参加者が実技
をどのように習得していたのかが明らかとなり，
特に男女で大きく異なっていた。このことから，
その人にあった指導やアドバイスをしていくこ
とが可能となり，客観的な指標を取り入れるこ
とは有効であると言える。
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